
2025 年 2 月 9 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 7 主日                  No. 6 
 

主日礼拝   

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「主よ、あなたの道をお教えください。 

わたしはあなたのまことの中を歩みます。 

御名を畏れ敬うことができるように 

一筋の心をわたしにお与えください。 

主よ、わたしの神よ 

心を尽くしてあなたに感謝をささげ 

とこしえに御名を尊びます。 

あなたの慈しみはわたしを超えて大きく 

深い陰府から 

わたしの魂を救い出してくださいます。」 
                (詩編 86:11～13) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

「招き」のリタニー 『世界の礼拝』p53 より 
 

司式者：主よ、わたしたちの唇を開けてください。 

会 衆：わたしたちの口はあなたをほめたたえるでしょう。 

司式者：主よ、わたしたちを助けてください。 

会 衆：わたしたちの神よ、 

わたしたちの避け所でいてください。 

司式者：主よ、わたしたちにあなたの慈愛を示してください。 

会 衆：わたしたちにあなたの平和を与えてください。 

司式者：わたしたちの主なる神、 

あなたは今日という日を創られました。 

会 衆：喜びにあふれ、主の祝祭を祝いましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 6-1,2「つくりぬしを賛美します」 
 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



聖書 マタイによる福音書 13:10～17 
                      新約(新共同訳)P24～P25 
 

 

10 弟子たちはイエスに近寄って、「なぜ、あの人たち

にはたとえを用いてお話しになるのですか」と言っ

た。11 イエスはお答えになった。「あなたがたには天

の国の秘密を悟ることが許されているが、あの人たち

には許されていないからである。12 持っている人は更

に与えられて豊かになるが、持っていない人は持って

いるものまでも取り上げられる。13 だから、彼らには

たとえを用いて話すのだ。見ても見ず、聞いても聞か

ず、理解できないからである。14 イザヤの預言は、彼

らによって実現した。 

『あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、 

見るには見るが、決して認めない。 

15 この民の心は鈍り、 

耳は遠くなり、 

目は閉じてしまった。 

こうして、彼らは目で見ることなく、 

耳で聞くことなく、 

心で理解せず、悔い改めない。 

わたしは彼らをいやさない。』 

16 しかし、あなたがたの目は見ているから幸いだ。あ

なたがたの耳は聞いているから幸いだ。17 はっきり言

っておく。多くの預言者や正しい人たちは、あなたが

たが見ているものを見たかったが、見ることができ

ず、あなたがたが聞いているものを聞きたかったが、

聞けなかったのである。」 

 

賛美 430「とびらの外に」 

 

 
 

説教  「伝わる言葉」 
 

賛美 510「主よ、終わりまで」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  

 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


